
























( 中略 ) ／このような直前の世界の否定は、新しい運動の担い手の技法に次のような方位を
とらせることになる。まず、現代の特徴的な風景を都市と見て、そこを舞台にする。3
西洋文学においてのモダニズムは、第 1 次世界大戦をきっかけに起こった前衛芸術運動を指す。第 1
次世界大戦は人類が文明の発達と共に進歩するという従来の進化主義史観を根本から覆した。その結果、










1　本稿は、「シンポジウム　都市と憂愁――大正時代の文学と文化」(2019 年 1 月 24 日、東京外大 ) で発
表した内容を補充、修正したものである。そして、内容の一部は「萩原朔太郎と近代日本－同時代性を
中心に－」(『日本語文学』第 52 輯 (2011 年 2 月 )、日本語文学会：韓国 ) と重なる。
2　鈴木貞美編『大正生命主義と現代』河出書房新社、1995 年
















































朔太郎は、血縁・地域共同体である田舎 ( 農村 ) に対して、次のような印象を持っていた。





















































































内地区には、1914 年に完成された東京駅をはじめ、東京海上ビル (1918)、丸の内ビル (1923)、郵船ビ
ル (1923) 等、近代的ビルが次々と完成してメトロポリス東京の新たな都市風景が形成されていく。
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を光らす。／——　その一　——





























3 行 ：｢紫色の顏｣ ⇒ ｢帽子のかげ｣ 










同じく 1915 年 1 月の『詩歌』に発表された詩「狼」には「きけ浅
せんさうじ
草寺の鐘いんいんと鳴りやまず」と







・1915 年～ 19 年に、東京の工場数が最も増加したが、ほとんどが中小規模
・工場あたりの職工数が、1899 年以前の約 95 人から約 35 人に低下
・本所区、深川区、京橋区の 3 区が、工場と職工の両方の数が多い
沼尻の著書の「表 1 － 1　東京市における設立年別工場数 (1919 年 )」によると、「1899 年以前」の
工場数は本所区が 99、京橋区が 62、深川区が 48、神田区が 34、日本橋区が 24、芝区が 22 で、東京市
全体は 369 個所であった。それが「1915 － 1919 年」になると、深川区が 128、本所区が 122 で、3 位
の京橋区の 39 と 4 位の芝区の 34 を大きく引き離して、1・2 位に躍り出る。東京市全体では 427 個所で、
この 20 年間、東京市全体としては約 2 割増加しているが、特に深川区の場合、48 から 128 に約 2.5 倍
急増している。
そして、「表 1 － 2　東京市における設立年別工場職工数 (1919 年 )」では、「1899 年以前」は、小石
川区が 9,484 人、本所区が 7,197 人、京橋区が 6,665 人、深川区が 4,921 人、芝区が 2,469 人で、東京全
体では約 3 万 5 千人であった。それが「1915 － 1919 年」になると、本所区が 4,124 人、深川区が 3,672
人、京橋区が 2,226 人、芝区が 1,327 人、小石川区が 732 人に減って、東京全体では約 1 万 5 千人に激
減している。
また、「図１－１　東京市および隣接郡部における工場の分布 (1919 年末 )」の「該当工場の職工数合計」
をみると、東京市内で最高レベルの G (1 万人以上 ) は、小石川区、京橋区、芝区、本所区、深川区で、
すでに東京湾に沿って京浜工業地帯が形成され始めていることが分かる。その時、深川区は、従来の海


















1913 年、それまでの東京生活を整理して故郷前橋に戻った朔太郎は、その年の 10 月から、実家の味




ツクを欲して居る。矢張 FEMME が自分の感情の主格になつて居るといふのは嬉しいことである。 
　早く年始廻礼をすまして年賀状も書いてしまつた。今新らしい部屋でこの日記をかいて居る。 





          　( 一月八日 )
　夜倉田、高橋、赤石、関沢の四君来訪す。 
　新らしき室にて蓄音機をかく。わが新室は未成品なれども意外の好評を博せり。　  ( 一月十日 )
　窓掛けの出来上つて来るのが待遠うでたまらない。    ( 一月十二日 )
　三越からついた窓掛け ( リンネル ) は一方ならず自分を失望させた。これはどうしても注文を仕
直さなければならない。       ( 一月十三日 )
　部屋の完成する日を待つのは一日千秋の思である。早く窓掛けの出来よかし、早く机と椅子のと
とのへよかし。        ( 一月十九日 )
　レニ、クロホールドより窓掛けレース到着す。三円にて間に合ふものに九円を費せり。何たる損
失ぞや。 





　夜美々しい新室に一人で坐つて居るのがたまらなくなつて大沼氏をつれてきた｡ ( 一月二十七日 )
まず、三越に注文した「窓掛け」が気に入らず、他の店に作り直せるというハプニングがあったが、



















にもそれらの音楽も聞かせるのだ。  　   (「自叙伝的な風景」『新潮』1928 年 8 月 )
私も毎日一度は彼の狭い洋室をたづねることにしてゐた。萩原の部屋はなにから何までセセ
ツシヨン式で、筆筒までセセツシヨンの形式をまねてゐて、私が行くと自身で紅茶をいれて
くれた。( 中略 ) ましてセセツシヨン式の三畳の洋室は、椅子もうごかせない程せせこまし
く、窓に緑の縫ひのあるカーテンが下りてゐて、これもまた息ぐるしい眺めであつた。  
      　(「詩人・萩原朔太郎」『新潮』1954 年 6 月）
自分の詩も掲載された、白秋が出していた雑誌『朱欒』に載った室生犀星の詩に感動した朔太郎は、














































ここでいう「本書」とは、1912 年 7 月の＜セセッション特集号＞を指しており、この特集号と「増訂三版」
との間には約 2 年の時間差がある。1912 年 7 月、10 数人の「大家」の説明文と「50 余個の図面」から
なる特集号によって日本にはじめてセセッションを紹介したが、その反響は大きかったらしい。早速、
その年の 12 月には、7 月の特集号に間に合わず載せられなかったいくつかの文章を加えた「改版増補　
セセッション号」を出している。それから、約 1 年後、「セセツシヨン式でなければ夜の明けぬ」現状
を反映して、「増訂三版」までも出すことになったのである。


































る。　（四五、七、三、呉牛記）　　      (p.59)
1912 年 7 月号の「編集記事」で、「若しも今日あの如き博覧会が開催されるとしたらならば、博覧会
の主要の建物を除いて其他の多くの建物はセヽツシヨン式のもので鼻を衝くことであらう」という予
想が、早くも 2 年後の「東京大正博覧会」で実現したのは既に見たとおりである。そこにとどまらず、


































1914 年 4 月の加藤介春の『獄中哀歌』に載った『建築ト装飾』の＜セセッション号　増訂三版＞の
広告に、「髪飾り」という文句があった。当時、髪飾りは女性のアクセサリーとして必要品であったので、









を置き、これへなよやかな曲線を応用し、真珠など応用したるは、中々に面白い ( 二十円前後 ) ま
た


















室内装飾の写真と、『東京大正博覧会審査報告　一巻』( 東京府、1916 年、国際日本文化研究センター所蔵 )
の「セセツシヨン式書斎　飯田呉服店出品」写真参照。(p.1779)
徐載坤（韓国外国語大学）
萩原朔太郎と大正モダニズム
―メトロポリスとメトロポリタンをキーワードに―
24
4.	 おわりに
最後に、本稿で取り上げた内容を簡単に整理する。
まず、朔太郎の詩「青猫」「群集の中を求めて歩く」には、メトロポリスの近代的建築に対する詩的
主体の憧憬が書かれていた。また、詩「遠景」にはメトロポリスの工業化の様子が描かれていた。そし
て、朔太郎は故郷前橋に、当時のメトロポリタンのトレンディな近代生活スタイルであるセセッション
式を取り入れた書斎を作り、そこを創作の「場」にしていた。
大正期に入って、東京は様々な洒落た近代建築物や多くの工場が立てられることによって、メトロポ
リスへと変貌していく。それと同時に、セセッションという新しい生活スタイルを楽しむメトロポリタ
ンが登場する。メトロポリス東京の様々な「場」とメトロポリタンのセセッション式生活スタイルこそ、
大正モダニズムを根柢から支えていた基層であったにちがいない。
＜資料＞
３.工業館Ⅱと奏楽堂 ４.奏楽堂と林業館
5.美術館 6.拓殖館
１.教育学芸館 ２.工業館Ⅰ
